
身近なもので、生ごみの分解を促進できるものはあるのか 

 

福井県立武生高等学校  小島杏菜 南山光 明道花音 

Abstract 

The purpose of our research is to make effective use of raw waste and popularize composting at  

home. In ordinary composting, rice bran is used to promote the decomposition of garbage, but in  

this research, an experiment was conducted to compare the degree of decomposition of garbage when 

yogurt, natto, oil, rice bran, and water were added. We investigated whether there is anything  

that can accelerate the decomposition of raw waste. As a result of experiments, it was found that 

natto and yogurt can promote the decomposition of raw waste. We want to identify which bacteria  

helped the decomposition process. 

 

１ はじめに 

1.1動機 

 近年、ごみの不適切な処理や不法投棄による環境汚

染や食品ロスなど、さまざまなごみ問題が起こっている。

令和２年度における日本のごみの総排出量は4167万ト

ンであり、これは東京ドーム約112杯分にも相当する。ま

た、本来食べられるのに捨てられる食品である食品ロス

の量は552万トンであり、日本人１人あたり毎日お茶碗１

杯分のご飯を捨てていることになる。 

 これらのごみは主に焼却されているが、最終処分場の

減少やごみ処理にかかる経費の増加、また、二酸化炭

素排出による地球温暖化の進行が問題になっている。 

 そこで、私達はごみを焼却して処理するのではなく、別

の方法で上手く活用することができないのかと考えた。 

 インターネットでごみの処理について調べた中で、私

達が着目したのが「コンポスト」である。コンポストとは、生

ごみや落ち葉などを分解し、堆肥化させる容器のことで

ある。私達はこのコンポストを利用して、研究をすることに

した。 

1.2目的 

 私達の研究の目的は主に2つある。 

 1つ目は、生ごみの有効活用だ。上記で述べたように、

毎年大量のごみが出ており、様々な問題が生じている。

これらを燃やして処理するのではなく、有効に活用する

ことで、循環型社会の実現に繋がると考えられる。 

 2つ目は、より多くの人にコンポストのメリットについて知

ってもらい、家庭にコンポストを普及させることだ。コンポ

ストは時々畑で見かけたりするが、知らない人が多いと

思うし、また、知っていても時間がかかり面倒くさいため

やらないという人もいると思う。そこで、この研究を通し

て、どこの家庭にあるようなもので生ごみの分解を促進

するものをみつけられたら、家庭でコンポストを始める人

を少しでも増やすことができると考えられる。 

1.3問い 

 目的を達成するために私達が立てた問いは、「身近な

もので、生ごみの分解を促進できるものはあるのか」だ。

一般的に、コンポストを使って堆肥化させるときには、米

ぬかを発酵促進剤として用いるが、私達は、どこの家庭

にもあるようなもので、生ごみの分解を促進するものはな

いのかについて調べることにした。 

 

２ 実験方法 

 コンポストには、土とそこに加える生ごみ、そして土の

中に存在する微生物を増やすために、米ぬかなどの栄

養分を多く含む発酵促進剤が必要である。生ごみの分

解と発酵促進剤との関係を調べるためにコンポストを用

いて実験を行った。コンポストには、ダンボール製のもの

や、プラスチック製のものがあるが、本研究では発泡スチ

ロール箱を用いてコンポストを作製した。 

2.1 使用したもの 

 実験で使用したものは、下記のとおりである。 

・発泡スチロール箱 5箱 

・腐葉土 500g✕５（2500g） 

・バナナの皮 230g✕５（1150g） 

・ヨーグルト水（ヨーグルト5gに水500ml を加える）    

50ml 

・納豆水（納豆45gに水500mlを加える）           

50ml 

・米ぬか水（米ぬか45gに水500mlを加える）       

 50ml 

・キャノーラ油 10ml 

・水 50ml 

・温度計       

・恒温器 

2.2 手順 

 実験の手順は下記のとおりである。 

(1)発泡スチロール箱を５箱用意し、それぞれに腐葉土5

00gとバナナの皮230gを加える。バナナの皮は5cmに切

って加える。 

(2)5箱それぞれに、米ぬか水、納豆水、ヨーグルト水、水

を50ml、油を10ml加え、異なるものが入ったコンポストを

作る。 



(3)コンポストを37℃に設定したインキュベーターに入れ

る。 

(4)コンポスト内の土を毎日かき混ぜ、温度測定、観察を

4週間続ける。       

(5)１週間経過後、2週間経過後、４週間経過後に箱の中

に残ったバナナの皮をすべて取り出し、新聞紙の上に

並べて、分解具合を比較する。記録用に写真を撮って

おく。 

 

３ 仮説 

 インターネットで根拠となるような情報を探し、それらを

もとに仮説を立てた。 

 一番早く分解ができると考えたのは、油だ。インターネ

ットで調べたところ、油は堆肥化を促進するということが

研究で分かっており、油を使ったコンポストが結構あると

いうことも分かった。また、油を入れると乾燥しにくく温度

も上がるのではないかと考え、分解が促進されると考え

た。 

 米ぬか、ヨーグルト、納豆は同じ発酵食品で、菌が入っ

ているため、分解速度は同じくらいではないかと考えた。

特に、納豆に入っている納豆菌は、枯草菌と呼ばれる細

菌の一種で、土壌中に生息する菌の中で最初に有機物

の分解に働く菌であることが調べた結果分かった。 

 分解が一番遅いと考えたのは、水だ。水は、分解に働

く菌が何も入っていないため、ほとんど分解されないの

ではないかと考えた。 

 

４ 結果  

 コンポストに入れたバナナの皮を、実験開始から1週間

経過後、2週間経過後、4週間経過後に取り出して、新聞

紙に並べたものを写真に撮り、皮の様子を観察した。 

 まず、米ぬかのコンポストは5つのコンポストの中で分

解速度が一番早く、1週間経過後と2週間経過後を比べ

ると皮が小さくなった。4週間経過後には房の部分だけ

残っている状態になっており、この房もぶよぶよした感触

でとても柔らかくなっていた。 

 ヨーグルト水のコンポストも順調に分解が進んだ。5つ

の中では1週間経過後から2週間経過後の1週間で最も

分解が進んでいた。このコンポストも4週間経過後には房

のみ残っている状態になった。また、他のコンポストと比

べて土が乾燥しにくく、常にしっとりした状態を保ってい

た。 

 納豆水のコンポストは、1週間経過後と2週間経過後を

比べると皮の数が増えているため、コンポストを混ぜてい

るときにちぎれてしまったと考えられ、それほどに皮が柔

らかくなっていた。4週間経過後には房の部分のみ残っ

た状態になった。ちなみに、納豆特有の匂いは、終始感

じなかった。 

 水のみを入れたコンポストは、仮説通り、分解が進んで

いるとは感じなかった。1週間経過後と2週間経過後を比

べても、全体的に分解が進んでおらず、変化としては皮

が少し薄くなったと感じたくらいだった。4週間経過後に

も皮が完全に分解されていなかった。また、他のコンポス

トに比べて、土が乾燥気味だった。 

  

５ 考察  

 今回の実験では、米ぬか以外に、納豆とヨーグルトの

コンポストで順調な分解が見られた。これらのコンポスト

は、皮の大きさ・薄さの変化がよく見られ、実験開始4週

間経過後には房のみが残ったことから、全体的に分解

が順調に進んだ、としている。 

 しかし、どの菌がどう作用したのかが分からなかった。

インターネットで納豆菌やヨーグルトに含まれる菌を調べ

たが、それらが生ゴミの分解に関係することを結びつけ

ることは難しかったことと、分解にはたらいた菌を正確に

調べる方法が他にあることから、具体的な考察はできな

かった。 

 

６ 今後の課題 

 今後の課題は、生ごみの分解に働く菌を特定すること

だ。この研究で、納豆やヨーグルトは生ごみの分解を促

進するということが分かったが、どの菌が分解に働いた

のかを調べることができなかった。それらを調べるために

は、腐葉土を熱殺菌し、本当に生ごみの分解に働く菌を

特定する必要があると考える。 
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